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上田地域定住自立圏形成に関する協定の一部を変更する協定書 
 
上田市を甲とし、立科町を乙として甲乙が締結した平成２３年７月２７日付け上田地域定

住自立圏形成に関する協定の一部を変更する協定を次のとおり締結する。 
 
別表を次のとおり変更する。 

 
別表（第２条関係） 

視点 分野 取組 取組の内容 甲の役割 乙の役割 

生
活
機
能
の
強
化 

福
祉
・
子
育
て 

結婚から子育
てまでのきめ
細かな支援に
向けた取組 

継続的な結婚支援

体制の推進を図る。 

・結婚支援事業や結婚支

援の課題などを把握

し、乙との連携事業等

を検討・実施 

・甲と連携した結婚支

援団体等が行ってい

る事業の把握や課題

等の抽出、提案 

 障がい児担当保育

士の連携により、圏

域での支援体制を強

化する。 

・障がい児担当保育士の

養成に係る研修会の

企画・立案及び開催 

 

 

・保育所職員を対象に、

発達に支援を必要と

する子どもの保育に

係る研修会を開催 

・障がい児担当保育士

の養成に係る研修会

への当該保育士の参

加 

 

・研修会への保育所職

員の参加 

教
育
・
文
化 

圏域の特性を
生かした生涯
学習の促進に
向けた取組 

 地域資源や施設
の有効活用及び住
民の利便性向上並
びに文化芸術振興
に向け総合的に取
り組む。 

・図書館等の公共施設に

おける利便性の向上

及び利用促進に向け

た取組の推進 

 

・文化・芸術の振興に向

けた、文化施設の有効

活用、利用促進 

・甲と連携した施設の

活用及び利用促進に

向けた取組の推進 

 

 

・甲と連携した、文化・

芸術の振興に係る取

組の推進 

 地域の高等教育
機関を核とした、地
域課題研究・課題解
決ネットワークを
形成する。 

・高等教育機関との連携

及び公立大学法人の

設置 

・地域課題の解決に向

けた高等教育機関の

活用及び住民への情

報提供 

環
境 

豊かな森林環
境の保全・整
備、有害鳥獣
対策に向けた
取組 

 アカマツの松くい

虫による立ち枯れを

防止し、圏域内の山

村の森林機能を保全

するため、森林病害

虫等防除法に基づい

た松くい虫防除対策

を総合的に進める。 

・乙と連携した、森林機

能の保全に向けた松

くい虫被害木の伐倒

駆除・地上薬剤散布・

樹幹注入並びに樹種

転換の促進 

 

・乙と連携した効果的な

松くい虫対策の検討 

・甲と連携した、森林

機能の保全に向けた

松くい虫被害木の伐

倒駆除・地上薬剤散

布・樹幹注入並びに

樹種転換の促進 

 

・甲と連携した効果的

な松くい虫対策の検

討 

（別紙） 
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 年々深刻化してい

る野生鳥獣による農

林業被害の軽減に向

けて、圏域内市町村

が連携した対策事業

を実施する。 

・乙や関係者と連携し

た、効率的かつ効果的

な鳥獣被害軽減策の

検討・実施 

 

・市町村境での有害鳥獣

の広域捕獲の協力と

乙との相互許可 

・甲や関係者と連携し

た、効率的かつ効果

的な鳥獣被害軽減策

の検討・実施 

 

・市町村境での有害鳥

獣の広域捕獲の協力

と甲との相互許可 

脱 炭 素 社 会
（ゼロカーボ
ン）実現に向
けた取組 

２０５０年脱炭
素社会の実現に向
けた取組を強化す
る。 

・地球温暖化対策等の取

組状況・課題について

の情報交換会の企画

及び開催 

・甲の開催する情報交

換会への参加 

産
業
振
興 

産業の活性化
に向けた取組 

 東信州における

「層の厚いものづく

り産業」「価値創造型

ものづくり基盤技術

産業」の集積を目指

し、人材育成・確保、

技術支援、事業環境

整備、企業誘致体制

の強化等に取り組

む。 

・甲の区域内に係る産業

立地・人材育成に関

し、企業及び関係機関

との総合的な調整の

実施 

 

・圏域における企業立地

情報の収集・発信及び

乙との連絡調整 

 

・甲の区域内の企業に対

する、優れた技術・製

品の開発等に対する

各種助成の実施 

 

 

・関係機関との連絡調整

による展示会等の開

催 

 

 

・東信州次世代産業振興

協議会事務局として、

圏域外地域との産学

官連携の推進 

・乙の区域内に係る産

業立地・人材育成に

関し、企業及び関係

機関との総合的な調

整の実施 

 

・圏域における企業立

地情報の収集・発信

及び甲との連絡調整 

 

・乙の区域内の企業に

対する、優れた技

術・製品の開発等に

対する各種助成の実

施 

 

・乙の区域内の企業に

対する展示会等の開

催の周知及び甲との

連携 

 

・乙の区域内の企業に

対する産学官連携の

推進及び甲との連携 

圏域の知名度
アップに向け
た取組 

 広域観光体制の
充実・強化や、地域
資源を活用した観
光ＰＲ活動を展開
することで、誘客に
つながる広域観光
の推進を図る。 

・乙との連携による、圏

域の交流人口増加に

向けた周遊観光の基

盤整備及び観光協会

との連携 

 

・圏域内外において道
の駅等の関係機関、
乙との連携による地
域資源の合同ＰＲや
相互ＰＲの実施 

・甲への情報提供及び

各観光協会との連絡

調整 

 

 

 

・圏域内外において道
の駅等の関係機関、
甲との連携による地
域資源の合同ＰＲや
相互ＰＲの実施 

環
境 

生
活
機
能
の
強
化 
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 スポーツを活用

し、地域のブランド

化及び地域活性化を

促進する。 

・スポーツイベントや、

宿泊地提供に係る情

報収集 

 

・関係機関・団体、乙と

の連絡調整 

・甲との連携による情

報の提供及び住民等

に対する情報発信 

地元農産物に

よる地域経済

の活性化に向

けた取組 

 地元農産物の効果

的な活用を図る。 

・千曲川ワインバレー

（東地区）特区連絡協

議会との連携調整・事

業実施 

・千曲川ワインバレー

（東地区）特区連絡

協議会との連携調

整・事業実施 

ワーケーショ

ン・テレワーク

の推進に向け

た取組 

圏域をひとつのエ

リアとして捉えた、

ワーケーション・テ

レワークの推進を図

る。 

・乙との連携を研究す

る、情報共有会議の企

画及び開催 

・甲との連携を研究す

る、情報共有会議へ

の参加 

結
び
つ
き
や
ネ
□
ト
ワ
□
ク
の
強
化 

地
域
交
通 

圏域内の幹線

道路網等の整

備促進に向け

た取組 

 「上田地域３０分

（サンマル）交通圏

構想」を中心とした

渋滞緩和及び圏域内

外との交流のための

道路網整備を進め

る。 

・乙と連携し、期成同盟

会を活用した関係機

関への要望活動の実

施等、整備促進に向け

た事業展開 

 

・上田地域の骨格となる

環状道路及び幹線道

路並びにこれらを補

完する甲の区域内の

道路整備 

・甲と連携し、期成同

盟会を活用した関係

機関への要望活動の

実施等、整備促進に

向けた事業展開 

 

・上田地域の環状道路

及び幹線道路へ接続

する乙の区域内の道

路整備 

将来にわたり
持続可能な公
共交通体系の
確保・維持に
向けた取組 

圏域公共交通の
維持・活性化に取り
組む。 

・乙と連携した地域公共

交通の利用促進の啓

発 

 

・圏域全体の公共交通に

ついて連携会議を実

施し、課題の共有・検

討・調整 

・甲と連携した地域公

共交通の利用促進の

啓発 

 

・連携会議への参加、

課題の共有・検討 

 

 

移
住
・
定

住
促
進 

圏域内への移

住・定住促進に

向けた取組 

 

 圏域をひとつのエ

リアとして捉え、移

住・定住促進策を連

携して推進する。 

・広域的な移住促進策を

推進する体制の研究、

整備 

・共同事業の研究・検

討、整備する体制へ

の参加 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

スマート社会
の実現に向け
た取組 

デジタル技術等
を活用した取組を
推進する。 

・先進技術、デジタルツ

ール活用のための調

査研究会の企画及び

実施 

・甲が開催する先進技

術、デジタルツール

活用のための調査研

究会への参加及び情

報提供 

産
業
振
興 

生
活
機
能
の
強
化 



4 
 

防
災 

相互連携によ
る防災力強化
に向けた取組 

各種災害に対す
る被害軽減のため、
情報共有や圏域内
での相互連携によ
る災害対応力の強
化等に取り組む。 

・防災・減災全般に関わ

る課題や地域におけ

る自主防災活動の取

組等に関する情報交

換会の企画及び実施 

 

・圏域内の相互連携を目

的とした防災訓練の

企画及び実施 

 

・地域防災計画に定める

防災用備蓄品の数量

確保及び相互支援の

検討 

・甲が企画する情報交

換会への参加 

 

 

 

 

・甲が企画する防災訓

練への参加 

 

 

・地域防災計画に定め

る防災用備蓄品の数

量確保及び相互支援

の検討 

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化 

人
材
育
成
・
交
流 

職員のマネジ

メント能力の

強化に向けた

取組 

 市町村の実情や業

務ノウハウ等の情報

交換・人的交流を行

い、職員の資質向上

並びに圏域全体の行

政力の向上を図る。 

・乙の意向を踏まえた、

合同職員研修会の企

画立案及び実施 

 

 

・甲の職員相互派遣に係

る該当部所の洗い出

し及び乙の意向を踏

まえた相互派遣の調

整・検討 

 

・地域おこし協力隊同士

の交流会の実施及び

市町村担当職員同士

の交流会の実施 

・甲が開催する合同職

員研修会の企画立案

及び運営に対する補

佐並びに職員の参加 

 

・乙の職員相互派遣に

係る該当部所の洗い

出し及び甲の調整に

基づく相互派遣の検

討 

 

・甲との連携 

 

 
この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙が記名押印の上、それぞれ各

１通を保有する。 
 
 
   令和４年１月１２日 

 

                    長野県上田市大手一丁目１１番１６号 

                 甲  上田市 

                    上記代表者 上田市長 土屋 陽一 

 

 

                    長野県北佐久郡立科町大字芦田２５３２番地 

                 乙  立科町 

                    上記代表者 立科町長 両角 正芳 

結
び
つ
き
や
ネ
□
ト
ワ
□
ク
の
強
化 


